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【研究の背景・目的】 

初期太陽系における物質進化は、無機鉱物、有
機物、水の複雑な相互作用によることが始原物質
の研究から明らかになりつつある。それらは微惑
星や惑星の多様性を作りだし、地球や海，生命の
原材料物質へと引き継がれた。重要なことは、相
互作用こそが進化を担ったということである。起
源物質を知り、分子雲より地球の生命につながる
一連の過程を理解するには、この相互作用の実態
を解明する必要がある。従来は個別の研究分野に
おいて進められていた研究を統合し、本研究はこ
の最先端課題に、物質科学の統合的な手法により
取り組む。具体的には、原始太陽系円盤中および
微惑星における無機鉱物，氷・鉱物中の水，有機
物の相互作用とその進化に関する、実験・モデル
化と（順問題）と、雪微隕石等もっとも始原的物
質中の鉱物・有機物のその場分析を含む詳細分析
(逆問題)の連携により解明する。 
 

【研究の方法】 
以下の４つのテーマに取り組む 

1) 原始惑星系円盤での有機物形成可能性の評

価：原始惑星系円盤により近い条件での反応

実験および円盤での鉱物分布モデルと合わせ、

円盤での有機物形成効率を定量的に評価 

2) 母天体での水質変成・熱変成の定量指標の作

成：炭素質コンドライトから抽出した不溶性

高分子量有機物と無機鉱物の水質変成実験・

熱変成実験 

3) 南極雪微隕石中の鉱物・有機物相互作用の解

明：南極雪微隕石の組織・鉱物その場観察、

微小部同位体分析、年代測定、有機物分析、

全岩元素組成分析、希ガス分析を系統的に実

施し、微隕石中の鉱物・有機物相互作用を解

明 

4) 地球・生命材料物質の形成・進化の解明：1)-3)

の結果を統合し、初期太陽系における物質進化

の統合的な描像をえがく 

 
【期待される成果と意義】 
本研究により、惑星と生命の起源物質につなが

る初期太陽系の物質進化に関する世界の最先端の
サイエンスを展開することができる。さらに、南

極において日本が採取する試料を日本チームによ
り完全に世界の最先端のサイエンスに仕立てるこ
とができる。ここで培われるチーム力は、将来の
惑星探査におけるリターンサンプル分析を国際競
争の下でおこなう際にも非常に有効であり、本研
究計画でつくられるチームは将来の宇宙物質科学
分野のコアとなることが期待される。 
 

また、無機—有機—水相互作用の定量指標の確立
は、円盤進化モデルに組み込むことで、系外惑星
系における物質分布、期待される赤外—電波スペク
トルの予測につながる。これは、今まさに始まろ
うとしている系外惑星系探査における生命探査、
ハビタブルプラネット探しに重要な指標を与える。 
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【研究期間と研究経費】 
平成２２年度－２６年度 
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【ホームページ等】 
http://ns.eps.s.u-tokyo.ac.jp/jp/member/index.

php?_urid=1389&_lang=ja 
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